
 

 

 

 

食事をする、買い物をする、アクティビティを楽し

む、いろいろなものが絡みますから、企業単体です

べてに対応するのは不可能です。ですから、地域内

の連携が欠かせません。インバウンドがたくさん来

ている企業は、何らかのかたちで地域内の企業、あ

るいは行政、団体と協力・連携してインバウンドの

誘致に取り組んでいます（スライド 18）。

これは対策ができれば、という部分ではあります

が、日本での旅行に不満をもつ人もいます。観光庁

の「訪日外国人消費動向調査」をみると、日本への

旅行の満足度は、全体としては高いです。当研究所

のアンケートでも、宿泊施設にしても、交通機関に

しても、ほぼ満足しています（スライド 19）。しか

し残念ながら、5％ほどは不満だったという回答です。

不満の例としては、宿泊施設では「部屋が狭い」

「設備が汚い・古い」「料金が高い」などです（スラ

イド 20）。交通機関ならば「料金が高い」「路線が複

雑でわかりにくい」、小売店ならば「価格が高い」「品

揃えが悪い・欠品が多い」などです。それから、「英

語が通じない」というのもあります。母国語が通じ

ないのはともかく、英語くらいは通じてほしいとい

う人が多いようです。飲食店では、ほとんどの人は

日本食が好きですが、「美味しくない・口に合わない」

といった声も、少数ながらあります。

個人的なクレームのようなものもありますし、こ

ういう問題に関して、100 人中 100 人に満足しても

らうのは難しいでしょう。しかし、現代においては、

少しでも不満があると、インターネットでたちまち

悪評が広まってしまうという問題があります。韓国

や中国、台湾には、SNSのフォロワーが 万人

単位でついている人もいます。そのような影響力の

ある人に悪いことを書かれてしまうと、あっという

間にマイナスのイメージが拡散してしまいます。で

きるだけ不満を解消する努力が必要でしょう。

最後に、中小企業においては、インバウンド向け

のサポートビジネスをうまく活用してほしいと思い

ます（スライド 21）。インバウンド市場が拡大した

ことで、一番活発になっているといえる分野です。

大企業だけでなく、ベンチャーを含め、インバウン

ド対応をサポートするビジネスが次々と生まれてい

ます。これらを活用し、自社でできないところは、

アウトソーシングをしてもいいでしょう。なかには、

自治体から補助金が出るようなサービスもあるので、

うまく利用してみてはいかがでしょうか。

インバウンドは、これからしばらくは増え続け、

4,000 万人くらいまではいくと思います。しかし、

チャンスを生かしている企業は少ないのが現状です。

インバウンドの目的が、これまでのような観光地を

回り、食事をし、買い物をするような「モノ消費」

的なものから、日本ならではの体験を楽しむ「コト

消費」的なものに変わってきています。この傾向は、

地方にとって、また中小企業にとってチャンスです。

ぜひ自社の経営に生かし、地域の発展にもつなげて

ほしいと思います。その具体的な話は、第 3 部のパ

ネルディスカッションでしたいと思います。ありが

とうございました。
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訪日外客数の推移

その他

欧州

米国

その他のアジア

香港

台湾

韓国

中国

１ インバウンド数①－ 年で 倍

（万人）

（年）

資料：日本政府観光局「訪日外客統計」
（注） 年は 月までの暫定値。訪日外客には商用客など観光客以外も含む。

２ インバウンド数②ー安定して増加する中国

月

年

月 月 月 月 月 月

年

月 月 月 月 月 月

年

月 月 月 月

訪日外客数前年同月比伸び率の推移（％）

韓 国

台 湾

中 国

香 港

資料：日本政府観光局「訪日外客統計」
（注） 年の 月と 月は推計値。
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訪日外国人消費額の推移

その他

米 国

香 港

台 湾

韓 国

中 国

３ インバウンド市場の規模ー 年で 倍

（年）

（億円）

億円

兆 億円

資料：観光庁『訪日外国人の消費動向（年次報告書）』各年

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年1-3月

東京都 大阪府 大阪府 東京都 大阪府

大阪府 東京都 東京都 大阪府 東京都

千葉県 千葉県 千葉県 千葉県 千葉県

京都府 京都府 京都府 京都府 京都府

神奈川県 福岡県 福岡県 福岡県 北海道

４ インバウンドの訪問先① 特定の都道府県に集中

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」
（注）１ 年 月は 次速報値。訪日目的が観光・レジャーである人についての集計である。

２ 訪問先には入出国で利用した空港・海港の所在地を含む。

外国人観光客の訪問率トップ5の推移 （単位：％）
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2015年 2017年 2019年

伏見稲荷大社（京都府） 伏見稲荷大社（京都府） 伏見稲荷大社（京都府）

広島平和記念資料館（広島県） アキバフクロウ（東京都） 広島平和記念資料館（広島県）

厳島神社（広島県） 広島平和記念資料館（広島県） 宮島・厳島神社（広島県）

東大寺（奈良県） 厳島神社（広島県） 東大寺（奈良県）

永観堂禅林寺（京都府） 東大寺（奈良県） 箱根彫刻の森美術館（神奈川県）

地獄谷野猿公苑（長野県） 清水寺（京都府） 新宿御苑（東京都）

高野山奥之院（和歌山県） 新宿御苑（東京都） 三十三間堂（京都府）

サムライ剣舞シアター（京都府） 金閣寺（京都府） 高野山奥之院（和歌山県）

沖縄美ら海水族館（沖縄県） 箱根彫刻の森美術館（神奈川県） 姫路城（兵庫県）

箱根彫刻の森美術館（神奈川県） 高野山奥之院（和歌山県） 金閣寺（京都府）

（参考）インバウンドに人気の観光スポット

資料：トリップアドバイザーⓇ
（注）口コミ評価の高い観光スポットのランキング。

広島県

青森県

沖縄県

福島県

岩手県

鳥取県

山形県

島根県

宮城県

岐阜県

2018年の外国人延べ宿泊者数の前年比増加率上位10県

５ インバウンドの訪問先②ー地方にも拡大

（％）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
（注） 観光以外の目的で宿泊した外国人を含む。
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Ⅱ 中小企業へのインパクト

運輸業

宿泊業

飲食店

小売業

全 体

インバウンドの有無

６ お客のなかにインバウンドがいる企業ー 社に 社

インバウンドがいる インバウンドはいない

資料：日本政策金融公庫総合研究所「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（ 年）

（単位：％）
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運輸業

宿泊業

飲食店

小売業

全 体

1カ月当たりのインバウンド数

７ インバウンド数ー月に 人以下が 割弱

～ 人人以下 ～ 人 人以上

（単位：％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（ 年）
（注） お客のなかにインバウンドがいると回答した企業についての集計である。

人以上

～ 人

～ 人

～ 人

人

1カ月当たりのインバウンド数別にみた最近3年間の売上高の傾向

８ インバウンドの売り上げへの影響
ー月に 人以上の企業で顕著にプラス

増加傾向 どちらもいえない 減少傾向

資料：日本政策金融公庫総合研究所「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（ 年）

（単位：％）
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Ⅲ チャンスを生かすための課題

海外の旅行会社が企画するツアーに

組み込まれている

海外の観光ガイドブックに

掲載されている

最近 年間に海外のサイトや で

紹介されたことがある

海外向けにオンライン広告を

出稿している

海外向けに や動画共有サイトで

情報を発信している

海外向けの外部サイトを

利用している

外国語の自社サイトがある

1カ月当たりのインバウンド数別海外向けの情報発信

９ 情報発信

（％）

人
～ 人
人以上

資料：日本政策金融公庫総合研究所「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（ 年）
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口コミサイト

家族や友人の推薦

個人の

観光ガイドブック

旅行専門誌

個人のブログ

日本での訪問先等を選ぶ決め手になった情報源

（参考）インバウンドの情報源ーインターネットと口コミ

（％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「訪日旅行に関するアンケート」（ 年）

全体
中国
台湾
韓国

日本のポップカルチャーを楽しむこと

花見、紅葉狩り、雪見をすること

日本の伝統的な文化を体験すること

日本の日常生活を体験すること

温泉に入ること

テーマパークを訪れること

観光名所（自然以外）を訪れること

買い物をすること

日本で食事をすること

観光名所（自然）を訪れること

前回と次回の訪日目的（三つまでの複数回答、上位10項目）

インバウンドに評価されるサービスの発見・開発

前回の目的

次回の目的

（％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「訪日旅行に関するアンケート」（ 年）

スライド 15

スライド 16

─ 64 ─

第 11 回　日本公庫シンポジウム



アニメやドラマ、映画の

舞台を訪れること

日本のポップカルチャーを

楽しむこと

日本の伝統的な文化を

体験すること

日本人の日常生活を

体験すること

前回の訪日目的のうち文化体験の回答割合（中国、月収別）

（参考）中国の高所得者に多い日本文化好き

（％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「訪日旅行に関するアンケート」（ 年）

万円未満
万～ 万円
万～ 万円
万円以上

人以上

～ 人

人

同じ都道府県内の企業や団体と協力・連携してインバウンドの誘致に

取り組んでいる企業の割合（１カ月当たりのインバウンド数別）

地域内の連携

（％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（ 年）
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飲食店

小売店

交通機関

宿泊施設

利用した施設の満足度

不満の解消

（単位：％）

資料：日本政策金融公庫総合研究所「訪日旅行に関するアンケート」（ 年）

とても満足できた 満足できた 不満だった

➢宿泊施設
「部屋が狭い」「設備が汚い・古い」「料金が高い」

➢交通機関
「料金が高い」「路線が複雑でわかりにくい」

➢小売店
「価格が高い」「品揃えが悪い・欠品が多い」「英語が通じない」

➢飲食店
「美味しくない・口に合わない」

（参考）不満の例

資料：日本政策金融公庫総合研究所「訪日旅行に関するアンケート」（ 年）
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＜サポートビジネスの例＞

➢Webマガジン
インターネットで、インバウンド向けに食・宿・アクティビティなど
さまざまな旅行情報を提供

➢広告・プロモーション
広告用動画の制作やインフルエンサー・マーケティング

➢コンサルティング
インバウンド向けのメニュー開発、接客・接遇、SNSの活用

サポートビジネスの活用ー専門家の知恵を借りる

 「インバウンドの受け入れに関するアンケート」（2017年8月）
・調査対象 日本政策金融公庫国民生活事業および中小企業事業の融資先のうち、

小売業、飲食店、宿泊業、運輸業を営む1万362社
・調査方法 調査票の発送・回収とも郵送

・回答社数 2,304社（回収率 22.2％）

 「訪日旅行に関するアンケート」（2018年6月）
・調査対象 韓国、中国、台湾の20歳から49歳の男女で、調査時点までの1年間に観
光目的で日本を訪れたことがある人

・調査方法 インターネットアンケート

・回答者数 918人（韓国、309人、中国300人、台湾309人）

＜使用したアンケートについて＞
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